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えり支援」と WAVOC と同様の経験学習を教育実践として行っていた．また，WAVOC では，
プレゼン活動が学生自身がプロジェクト活動と学習活動を結びつける「ラーニング・ブリッ
ジ」として機能し，構造的なリフレクションの機会となっていることを河井（2014）はさら
に指摘している．「ほとめきプロジェクト実習演習」を受講した学生も取材を受けることで，
異なる視点から「リフレクションを重層的に深化」させていたことになる．
4.2　今後の課題
文系の学びが社会でどのように活用できるのか，獲得能力の可視化は困難ではあるが，少な
くとも学びを深化させるためには，ディプロマ・ポリシーとの関連を意識したプログラム設計
や運用が有用であるとことが試行的なプログラム開発と検討からその一端を明らかにすること
はできた．今回はリフレクションを担当した教員が学科全体のカリキュラムを理解し，２年次
までに修得した科目を事例に挙げながらリフレクションを行うことができたため，「ラーニン
グ・ブリッジ」を行うことが可能となった．ディプロマ・ポリシーとカリキュラムとを対応さ
せた職業統合的学習（WIL）を実現するためには，担当者が専門と職業を往還することを理解
し，意味づけすることが「ラーニング・ブリッジ」につながるものと考える．
文系の学部学科では職業に直結しない学びの効用が課題となっているが，経済のグローバル
化，イノベーションが求められる社会では，「柔軟性パラダイム」が生じており，欧州等にお
いての大学人材養成課題として「柔軟性と専門性」という能力育成課題も議論されている（吉
本編2010）．イノベーションが求められる社会において，知の創造，異なる分野とのコラボレー
ション，多職種連携においては，まさに「柔軟性と専門性」が今後求められる．「ほとめきプ
ロジェクト実習演習」は，試行的な取組みというよりは実際には試行錯誤の取組みであった．
しかし，異なる分野との「他者とのかかわり」によって，学生たちはプロジェクト前後では化
学反応を起こしたかのように内面的な成長を遂げることができた．この成長は誰かの役に立つ
ことが影響してのことなのか，病院スタッフや患者とのかかわりが要因となったのか，成長要
因の分析や効果測定については，今後の課題としたい．
【注】
１）地域公共人材大学連携事業（2012）によれば，キャップストーンとは「エジプトのピラミッ
ドの頂点に設置される石のことを意味し，学びの集大成である実践的教育プログラムを比喩
的に表現した名称」と説明している．「キャップストーンプログラム（Capstone Program」と
は，米国において考案された教育プログラムであり，これまでの学びの「総仕上げの，総合
的な経験をするプログラム」として，理論的知識を基礎として，これまで学んだことを応用
する実践的なプログラムを課題解決型で実施することで，学びの集大成にするものである．
２）﻿「情報を集め分析し発信する」というコンセプトは，情報社会学科の共通言語としてどの
授業においても導入し，その集大成として卒業論文が位置付けられている．
３）﻿江藤（2018）は，アーリー・エクスポージャーと実習の科目配置と機能について説明している．
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